
【
質
問
】
①
異
常
や
故
障
が
以

前
か
ら
起
き
て
い
た
の
だ
か
ら
、

根
本
的
な
調
査
が
行
わ
れ
る
べ

き
だ
っ
た
。
何
故
事
故
が
起
き

た
か
、
区
長
の
認
識
は
。
②
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
取
替
手
順
と
取

替
期
間
中
の
対
策
は
。
③
事
故

後
の
区
の
初
動
態
勢
に
お
い
て
、

情
報
伝
達
と
意
思
決
定
が
迅
速

に
と
ら
れ
て
い
た
か
。
④
シ
ン

ド
ラ
ー
の
製
造
者
と
し
て
の
責

任
に
つ
い
て
。
⑤
損
害
賠
償
請

求
に
つ
い
て
。
⑥
区
有
施
設
の

緊
急
点
検
に
つ
い
て
。
⑦
区
有

施
設
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
取
替
え

に
つ
い
て
。
⑧
保
守
・
管
理
の

委
託
費
用
が
四

年
前
の
四
分
の

一
と
な
ぜ
大
幅

に
減
額
さ
れ
た

か
。
⑨
保
守
・

管
理
経
費
の
考

え
方
に
つ
い
て
。

⑩
指
定
管
理
者

制
度
の
見
直
し

に
つ
い
て

【
答
弁
】
①
こ

の
よ
う
な
事
故

が
二
度
と
起
き
な
い
よ
う
、
シ

テ
ィ
ハ
イ
ツ
竹
芝
事
故
調
査
委

員
会
に
お
い
て
、
過
去
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
不
具
合
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
保
守
業
務
等
の
状
況
な

ど
、
徹
底
的
な
原
因
究
明
と
再

発
防
止
に
取
り
組
み
、
結
果
に

つ
い
て
適
宜
報
告
す
る
。
②
区

民
向
け
住
宅
、
障
害
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
順
に
取
り
替
え
る
。

ま
た
、
代
替
住
宅
へ
の
一
時
的

転
居
を
支
援
す
る
。
障
害
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
者
に
対
し

て
も
対
策
に
取
り
組
む
。
③
住

民
の
方
へ
の
情
報
提
供
を
迅
速

に
す
べ
き
だ
っ
た
と
反
省
し
て

お
り
、
改
め
て
緊
急
情
報
連
絡

態
勢
を
徹
底
し
た
い
。
④
今
後
、

区
と
し
て
も
原
因
究
明
へ
の
積

極
的
な
協
力
な
ど
、
製
造
者
責

任
を
い
っ
そ
う
明
確
に
す
る
よ

う
、
働
き
か
け
る
。
⑤
重
大
な

過
失
に
つ
い
て
は
シ
ン
ド
ラ
ー

社
に
蝦
疵
（
か
し
）
担
保
責
任

が
あ
り
、
損
害
賠
償
請
求
を
検

討
す
る
。
⑥
六
九
施
設
、
一
二

四
台
を
対
象
に
、
緊
急
点
検
を

実
施
し
て
い
る
。
⑦
シ
社
製
八

台
に
つ
い
て
も
、
代
替
施
設
、

工
事
手
順
を
考
慮
し
、
取
替
え

を
検
討
す
る
。
⑧
随
意
契
約
か

ら
指
名
競
争
入
札
に
変
更
し
、

契
約
額
は
低
く
な
っ
た
。
⑨
区

民
の
生
命
に
か
か
わ
る
委
託
及

び
経
費
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
す
る
。
⑩
直
営
方
式
、

指
定
管
理
者
制
度
の
両
面
で
、

安
全
安
心
に
軸
足
を
置
い
た
施

設
運
営
に
努
め
る
。

青
山
児
童
館
の
建
て

替
え
に
つ
い
て

【
質
問
】
築
後
四
十
年
。
一
番

古
い
児
童
館
、
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
も
建
て
替
え
る
べ
き
。

行
政
は
改
修
に
固
執
し
て
い

る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
撤
去
や
耐
震

補
強
、
仮
設
ト
イ
レ
な
ど
で
無

駄
な
お
金
を
使
う
の
な
ら
、
建

て
替
え
に
着
手
す
べ
き
。

【
答
弁
】
提
案
も
参
考
に
、
建

て
替
え
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

区
立
フ
ッ
ト
サ
ル
場
の

利
用
改
善
に
つ
い
て

【
質
問
】
①
得
点
板
の
設
置
な

ど
、
利
用
者
に
便
宜
を
は
か
る

こ
と
。
②
区
立
芝
公
園
多
目
的

運
動
場
に
つ
い
て
、
オ
ー
プ
ン

記
念
大
会
の
実
施
を
。

【
答
弁
】
①
工
事
終
了
後
八
月

の
施
設
貸
出
し
分
か
ら
得
点
板

の
設
置
、
ビ
ブ
ス
（
ゼ
ッ
ケ
ン
）
、

電
子
ホ
イ
ッ
ス
ル
の
貸
出
し
を

予
定
し
て
い
る
。
②
今
年
十
月

の
記
念
式
典
の
中
で
、
オ
ー
プ

ン
記
念
ゲ
ー
ム
の
実
施
も
検
討

す
る
。

都
市
計
画
青
山
公
園

内
で
の
開
発
計
画
に
つ

い
てＮＴ

Ｔ
都
市
開
発
㈱
が
、
南

青
山
一
丁
目
一
帯
、
都
市
計
画

公
園
区
域
の
開
発
、
高
層
ビ
ル

の
建
設
を
狙
っ
て
い
る
。
無
謀

な
計
画
は
や
め
る
よ
う
、
要
請

す
べ
き
。
都
に
対
し
て
は
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
都
市
開
発
の
「
特
許
事
業

を
認
め
る
な
」
と
の
意
見
を
い

う
べ
き
だ
。

【
答
弁
】
環
境
を
保
全
し
、
住

民
が
利
用
し
や
す
い
公
園
づ
く

り
を
自
ら
め
ざ
す
よ
う
都
に
要

望
す
る
。

麻
布
米
軍
ヘ
リ
基
地
の

撤
去
、
青
山
公
園
の
即

時
返
還
に
つ
い
て

【
質
問
】
区
民
・
団
体
、
行
政
、

議
会
が
一
体
と
な
り
、
世
論
を

高
め
る
運
動
を
す
す
め
る
時
。

【
答
弁
】
米
国
、
防
衛
施
設
庁
、

都
の
三
者
に
協
定
事
項
の
速
や

か
な
履
行
を
求
め
る
。
運
動
に

つ
い
て
は
、
議
会
と
相
談
す
る
。
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裏
面
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

1２７

二
〇
〇
六
年
度
第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
十
五
日
か
ら
開
催
さ
れ
、
代
表
質
問
を
風
見
利
男

区
議
が
行
い
ま
し
た
。
以
下
に
、
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

本会議で質問する風見区議

麻
布
米
軍
ヘ
リ
基
地
撤
去
集
会

（
＝
４
月
18
日
）
で
、
「
青
山
公
園
を

返
せ
」
と
唱
和
す
る
、
星
野
区
議

（右
）
と
風
見
区
議
（
そ
の
左
）

シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
竹
芝
で
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
事
故
に
つ
い
て

他
に

①
臨
海
部
開
発
の
三
億
円
出

資
問
題
、
②
都
営
住
宅
の
建

て
替
え
の
促
進
に
つ
い
て
、

③
廃
食
油
の
燃
料
化
に
つ
い

て
、
④
国
民
年
金
保
険
料
滞

納
を
理
由
と
し
た
国
保
の
短

期
保
険
証
の
発
行
は
や
め
よ
、

⑤
少
人
数
学
級
・
三
〇
人
学

級
の
早
期
実
施
を
、
⑥
学
校

給
食
無
料
化
、
⑦
学
校
給
食

用
回
転
釜
を
災
害
時
で
も
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
で
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
な
ど
を
質
問
し
ま

し
た
。

【
質
問
と
答
弁
】
の
全
文
は

日
本
共
産
党
港
区
議
員
団
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

予
定
で
す
。



港
区
が
建
設
し
、
港
区
住
宅

公
社
が
管
理
す
る
区
立
住
宅

(

シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
竹
芝)

で
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
事
故
で
、
党
港
区

議
団
は
六
月
五
日
、
武
井
雅
昭

区
長
に
対
し
て(

１)

原
因
と
責

任
の
徹
底
究
明(

２)

エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
使
用
で
き
な
い
こ
と
で

起
き
て
い
る
生
活
の
不
便
な
ど

へ
の
緊
急
対
策(

３)
根
本
的
な

安
全
確
保
対
策
と
第
三
者
機
関

に
よ
る
事
故
原
因
の
徹
底
究
明

―
を
求
め
ま
し
た
。

武
井
区
長
は
、
「
検
討
し
て

今
後
の
対
策
に
生
か
し
て
い
き

た
い
」
と
の
べ
ま
し
た
。

同
住
宅
は
、
地
下
二
階
、
地

上
二
十
三
階
建
て
の
複
合
施
設
。

十
一
階
か
ら
二
十
三
階
部
分
が

賃
貸
住
宅
に
な
っ
て
い
ま
す
。

事
故
後
、
住
民
が
住
む
高
層
部

分
に
い
く
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
使
用

が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
高
齢

者
、
障
害
者
や
幼
児
、
児
童
な

ど
子
ど
も
の
い
る
世
帯
な
ど
は
、

途
中
か
ら
階
段
を
使
っ
て
の
移

動
と
な
る
た
め
に
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
る

の
が
こ
わ
い
」
と
い
う
不
安
も

広
が
っ
て
い
て
、
き
め
こ
ま
か

な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

世
界
各
地
で
、
化
石
燃
料
に

頼
ら
ず
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

生
か
す
取
り
組
み
が
す
す
ん
で

い
ま
す
。
菜
の
花
か
ら
と
る
ナ

タ
ネ
油
や
使
用
済
み
の
て
ん
ぷ

ら
油
を
燃
料
化
し
た
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
も
そ
の

一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。

今
年
の
五
月
に
第
六
回
「
全

国
菜
の
花
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
か

れ
、
軽
油
の
代
わ
り
に
ナ
タ
ネ

油
や
廃
食
用
油
を
燃
料
化
し
た

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
（
Ｂ

Ｄ
Ｆ
）
を
利
用
し
た
各
地
の
取

り
組
み
を
交
流
し
ま
し
た
。

各
地
の
取
り
組
み
は
、
「
二

酸
化
炭
素
の
増
加
を
抑
え
る
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
が
実
用

段
階
に
入
り
は
じ
め
て
い
る
」

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

五
月
二
十
七
日
に
有
栖
川
公

園
で
開
か
れ
た
「
エ
コ
ラ
イ
フ
・

フ
ェ
ア
ー
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
二
〇

〇
六
」
で
も
、
廃
食
用
油
を
燃

料
に
し
た
「
水
陸
両
用
の
バ
ス
」

が
道
路
と
運
河
を
走
り
ま
し
た
。

港
区
で
は
家
庭
な
ど
の
使
用

済
み
食
用
油
は
廃
棄
さ
れ
て
い

ま
す
。
先
進
的
な
自
治
体
や
団

体
の
取
り
組
み
に
学
び
、
具
体

的
な
取
り
組
み
を
は
じ
め
る
よ

う
提
案
し
ま
し
た
。

区
長
は
、
「
廃
食
用
油
の
リ

サ
イ
ク
ル
を
検
討
す
る
」
と
答

え
ま
し
た
。

青
山
小
学
校

ホ
タ
ル
の
夕
べ
に
140
名

六
月
十
日
夕
方
、
青
山
小
学

校
の
生
徒
が
一
生
懸
命
育
て
た

ホ
タ
ル
を
、
「
み
ん
な
で
見
よ

う
」
と
「
ホ
タ
ル
を
見
る
夕
べ
」

が
開
か
れ
、
生
徒
、
父
母
、
地

域
の
人
た
ち
百
四
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

校
長
先
生
の
あ

い
さ
つ
に
続
い
て
、
生
徒
た
ち

が
お
琴
で
「
蛍
の
う
た
」
を
演

奏
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
み
ん

な
で
鑑
賞
会
、
淡
い
光
を
放
つ

ホ
タ
ル
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
で

し
た
。

こ
の
ホ
タ
ル
は
、
五
年
生
の

こ
ど
も
達
が
、
餌
や
り
、
清
掃

な
ど
、
一
生
懸
命
世
話
を
し
て

き
た
も
の
で
す
。

写
真
を
お
見
せ
で
き
な
い
の

が
残
念
で
す
。

福
祉
会
館
全
館
に

通
信
カ
ラ
オ
ケ
設
置

風
見
区
議
ら
日
本
共
産
党
区

議
団
は
、
福
祉
会
館
の
カ
ラ
オ

ケ
教
室
を
訪
問
し
、
み
な
さ
ん

の
要
望
を
お
聞
き
し
て
き
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
元
気
の
源
と
毎

回
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
ど
こ
で
も
「
古
く

な
っ
た
の
で
新
し
い
機
器
を
」

と
の
強
い
要
望
を
受
け
、
党
区

議
団
は
、
通
信
カ
ラ
オ
ケ
を
入

れ
る
よ
う
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

区
は
当
初
三
年
間
か
け
て
入

れ
替
え
る
計
画
で
し
た
が
、
党

区
議
団
は
、
「
全
館
い
っ
せ
い

に
」
と
提
案
、
昨
年
度
は
青
山

福
祉
会
館
な
ど
六
館
に
設
置
し

ま
し
た
。
残
り
の
十
二
の
福
祉

会
館
に
は
六
月
中
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
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■
特
別
委
員
会
の

設
置
が
決
定

六
月
二
十
三
日
の
本
会
議
で
、

日
本
共
産
党
議
員
団
の
提
案
に

よ
る
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
事
故
等

対
策
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ

れ
、
委
員
長
に
自
民
党
委
員
、

副
委
員
長
に
共
産
党
委
員(

北

村
区
議)

が
就
任
し
ま
し
た
。

委
員
会
は
八
名
で
構
成
さ
れ
共

産
党
か
ら
は
副
委
員
長
の
他
に

い
の
く
ま
正
一
議
員
が
委
員
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
「
リ
コ
ー
ル
制
度
」

意
見
書
採
択

「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
リ
コ
ー

ル
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見

書
」
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

意
見
書
で
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
欠
陥
や
不
具
合
、
事
故
に
関

す
る
情
報
が
ど
こ
に
も
報
告
さ

れ
な
い
こ
と
は
大
き
な
問
題
で

あ
る
と
し
て
、
自
動
車
の
よ
う

な
リ
コ
ー
ル
制
度
を
国
に
求
め

る
内
容
で
す
。

シティハイツ竹芝 エレベーター事故
事故原因究明と対策を 党区議団が区長に申し入れ

勤
労
福
祉
会
館
、
男
女
平

等
参
画
セ
ン
タ
ー
（
リ
ー
ブ

ラ
）
の
会
議
室
な
ど
の
午
後

の
利
用
時
間
が
午
後
一
時
か

ら
四
時
三
十
分
ま
で
だ
っ
た

も
の
が
、
三
十
分
延
長
に
な

り
五
時
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

利
用
者
か
ら
、
他
の
区
施

設
は
午
後
五
時
ま
で
な
の
に
、

「
お
か
し
い
」
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
調
べ
て
み

る
と
、
こ
の
二
つ
の
施
設
だ

け
が
、
午
後
の
利
用
時
間
が

午
後
四
時
三
十
分
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
福
祉
会
館
と
比

べ
て
み
る
と
同
程
度
の
広
さ

で
料
金
も
同
じ
な
の
に
、
利

用
時
間
だ
け
が
違
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

三
月
の
予
算
委
員
会
で
こ

の
問
題
を
取
り
上
げ
、
改
善

を
求
め
た
と
こ
ろ
、
担
当
課

長
は
「
改
善
」
を
約
束
。
今

議
会
に
条
例
改
正
が
提
案
さ

れ
た
も
の
で
す
。

勤
労
者
福
祉
会
館
、
リ
ー
ブ
ラ

午
後
の
利
用
時
間
が
延
長
さ
れ
る

廃
食
用
油
を
燃
料
に

地
球
環
境
を
み
ん
な
の
知
恵
で
守
り
ま
し
ょ
う

区長に申し入れる党議員団（６月５日）

青
南
小

百
周
年

記
念
運
動
会

五
月
二
八
日
、
青
南
小
学

校
で
開
校
百
周
年
記
念
の
運

動
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

二
七
日
が
雨
の
た
め
一
日

順
延
。
当
日
も
朝
方
雨
が
残

り
、
開
催
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
天
候
も
回
復
し
、
大

き
な
盛
り
上
が
り
の
中
、
無

事
に
終
了
し
ま
し
た
。
幼
稚

園
児
も
生
徒
も
、
競
技
・
演

技
に
一
生
懸
命
。
会
場
あ
ふ

れ
ん
ば
か
り
の
家
族
の
応
援

も
白
熱
、
大
き
な
声
援
と
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

六
月
四
日
に
は
、
青
山
中

学
校
の
運
動
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

開校100周年記念運動会


